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安政地震津波碑　― 後世への警鐘として ―

　この３月で東日本大震災から５年、あの時は大阪でも体感できるほどの揺れだったこと
を思い出します。昨年12月のこと、国連総会第２委員会において11月５日を「世界津波の日」
とすることが採択されたのをご存知でしょうか。この日は1854（安政元）年にあった安政南
海地震の発災日にあたり、夕闇迫るなか紀州有田を襲った大津波から逃げ遅れた人々を稲
わらに火をつけて高台に避難させた濱

はまぐちごりょう

口梧陵の逸話「稲むらの火」にちなんだものです。
　同日の津波は大阪の安治川・木津川の両川口にも襲いかかり、川筋に停泊していた大小の
船が押し流されて安治川橋や木津川に架かる亀井橋のほか道頓堀川筋では大黒橋より西の
諸橋を崩落させました。またこの時、地震の揺れを恐れて小船に避難していた人も多かっ
たため、大惨事をもたらすことになりました。
　その犠牲者を供養し、津波被害の状況を後世に伝えて警告するため「大地震両川口津浪
記」（浪速区幸町３丁目）という石碑が地元の人たちによって
翌年に建てられ、現在、大阪市指定有形文化財となっていま
す。また、同様の趣旨で同年に建立された石碑が四天王寺境
内にも残されています。こちらは今、右写真のように無縁墓
の最上段中央に置かれ、正面に「南無阿彌陀佛」と刻まれてい
ます。もとは元

がんざんだいしどう

三大師堂の前にあった池端の目立つ場所に
あったといいます。両石碑とも大阪を襲った大災害の記録と
して、今も多くのことを語りかけてきます。
 （大阪市教育委員会　文化財保護課）

四天王寺・元三大師堂の門前西側にある供養碑
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30 「広告掲載」のお問い合せは、総合生涯学習センター 6345-5020へ
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